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５ エイズ患者・ＨＩＶ感染者の人権 
ＨＩＶ感染は、かつてのように「死に至る病」ではなくなりました。効果のある治

療法が開発され、感染者をとりまく環境は大きく変わっていますが、差別や偏見が現

在も残っています。そのために感染者は、病気そのものよりも、差別や偏見への不安

にさいなまれながら、感染を隠し続けるという精神的苦痛を強いられている現状があ

ります。エイズ・ＨＩＶについてこれまで学んできたことを確認したり、新たに知る

ことで、正しい知識を身につけましょう。 

また、エイズ患者・ＨＩＶ感染者に、あなたや周囲の人がどのような関わり方・支

援ができるのかを考えてみましょう。 

ワーク１

エイズ・ＨＩＶについての知識を確認しましょう。 

次の１～10について知っていれば○を、知らなければ×を（ ）に書き入れましょ 

う。 

１ 「ＨＩＶ」は免疫不全（免疫がうまく働かなくなること）を引き起こすウイルスの名称で

あり、ＨＩＶ感染症の進行により免疫不全に陥った状態を「エイズ」という。 

２ ＨＩＶに感染してからすぐにエイズを発病するわけではなく、症状の出ない潜伏期間が数

年から10年ほどある（この期間には個人差がある）。       

３ 検査で早期発見して適切な治療を続ければ、発病を抑えることができ、エイズで命を落と

すことはない。                               （    ）

                           （    ）

                           （    ）

                           （    ）

４ エイズウイルス（ＨＩＶ）は感染力が弱いウイルスで、感染経路は、「性的接触による感

染」、「血液を介する感染」、「母子感染」の３つの経路に限られる。    　　

５ ４の経路以外の日常的接触（握手、咳やくしゃみ、風呂やプール、食器等の共同使用等）

では通常感染しない。        （    ） 

６ 性行為におけるコンドームの正しい使用は、ＨＩＶ感染症・エイズ予防にとって有効な手

段である。                                 　　　　　　　　　　　　　　 （    ） 

７ ＨＩＶに感染、またはエイズを発症しても、薬を飲み続けるなど適切な治療を継続するこ

とによって、普通の生活を送ることができるし、子どもを安全に出産することも可能であ

る。                                     （    ） 

      （    ） 

      （    ） 

８ 本人がＨＩＶ感染に気づかず適切な対応をしないと、他人にＨＩＶを感染させてしまう可

能性があり、それを防ぐためにはＨＩＶ感染の早期発見が重要である。       

９ 日本では、ＨＩＶに感染していたことを知らずに、エイズを発症して初めて気づいたとい

うケースが、新規ＨＩＶ感染者・エイズ患者数の約３割を占めている。      

10 ＨＩＶ検査は、全国各地にある保健所など（匿名・無料）や、病院・クリニックなどの医

療機関（原則有料）で受けられる。           （    ） 
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次の文はＨＩＶ感染者が、働く上で自分がＨＩＶ感染者であることを職場に打ち明

けた事例です。10数年前のインタビュー記事であり、ＨＩＶ感染者をとりまく治療環

境は現在とは異なっていますが、事例を読んだ上で（１）について自分の考えを書い

た後にグループで意見を出し合いましょう。続いて、（２）について自分の考えを書

いた後にグループで意見を出し合いましょう。 

コウヘイさん 30 代男性 

感染を知った頃 

2002年、地方で行われていたHIV検査イベントで即日検査を受け、翌日に感染が分かり

ました。体調不良が続いていたので、「もしかしたら」という気もありましたが、結果を知っ

た時には「やっぱり」と「まさか」の気持ちが半々くらいでした。友人にはすぐにカミングア

ウトをしました。知らせなくてもいい人にまで話してしまい。今、思うと精神状態が不安定だ

ったんでしょうね。 

仕事について 

当時は正社員として働いていました。誰にも話さずに働き続けることが不安だったので、告

知から１か月たった頃、年齢が同じくらいの上司に打ち明けました。それまでも個人的な話を

する仲だったし、仕事の責任者でもあったので。シフト制勤務で、人数がギリギリだったので、

一人が休むと業務が回らなくなる状況でした。もし、僕が体調を崩して休んだら、周囲に迷惑

をかけてしまうと思ったんです。上司の考えを聞きながら今後のことを相談するつもりでした。

上司は親身に聞いてくれる雰囲気があり、「わかりました、考えてみます」と答えてくれまし

た。 

あとから上司の考えを聞かせてもらえるものとばかり思っていたら、数日後、本社から役員

クラスの人が２名来て、別室に呼び出されたんです。そして、いきなり「HIV陽性というの

は事実なのか？」と尋ねられました。「そうです」と答えるしかありませんでした。さらに

「感染ルートはどういうこと？」「どうやってうつったのか？」など、詰問調で尋ねられて。 

やりとり自体が苦痛でしたが、１時間ほど話を続けたあと、「食品の製造関係のため、病気

を持った人を現場で使うと、何かあった時に責任を持てないので、このままの雇用ができな

い」と言われました。直感的に、これは不当解雇だと思いました。もし自分が解雇されたら、

他のスタッフにもしわよせがいきます。だから、「そういう扱いでは困ります」と食ってかか

りました。でも、僕も会社の誤解を解くような病気の説明がきちんとできませんでした。会社

側は、ハッキリと辞めてくれという言葉は使わなかったものの、規定では退職金が出ない時期

であるが支払うという条件を提示してきました。 

 ワーク２ 
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解雇をほのめかされたことには、納得がいきませんでした。HIV陽性者の友人から聞いて

いた話から、解雇は普通じゃないと思えたからです。上司や役員の対応には強い怒りを抱きま

したが、今思えば、上司も初めて部下にHIVを打ち明けられて、ひとりで何かを決めるのは

難しかったのでしょう。 

その後、弁護士に相談しました。僕が就労を継続したいと伝えると、弁護士は会社の役員ら

と直談判しようとしてくれました。その矢先、本社に呼ばれ、部署の上司と人事担当者から、

「これまでと同じように働いてください」と言われたんです。体調を気遣われ、事務職への異

動を提案されました。 

事務職へ異動できたのは、体力的には助かりました。それでも、休みを続けて心証を悪くし

ないように、けっこう無理をしてしまいましたけれど。 

新しい部署では、管轄の上司だけが感染の事実を知っており、会社からは「周囲の人には病

気のことを言わないように」と言われていました。上司は最初、僕の体を気遣ってくれている

ように見えたのですが、次第に割り当てられる残業が少なくなり、いわゆる窓際というか、簡

易な仕事ばかりあてがわれるようになりました。収入も激減したうえ、辞職するまでの約４年

間、上司は何かにつけて病気のことを持ち出し、査定時には「あなたは病気に甘えている」と

も言われました。そう言われても、上司が仕事を配分してくれないので、それ以上の仕事はし

たくてもできない状況だったのですが……。次第に通院のために休んだり、定時に帰宅したり

することについて、職場内からも非難的な雰囲気が高まってきました。だんだん職場に居づら

い雰囲気ができてきたんです。 

自分としては、周囲の人に病気のことを話し、自分の状態や働き方を理解してほしかったで

す。周囲からの視線が痛くなるなか、昇給もなくなり、収入は以前の半分程度。徐々に自分の

モチベーションも下がっていきました。同僚からは、まるで腫れ物に触るように接してこられ、

席も窓際で一人きり。孤独感が強くなり、転職について準備をするようになりました。そして、

上司から小言を言われたのをきっかけに、自分から辞めたいと切り出したんです。今ふり返っ

てみると、いつ、どんな風に職場にHIVを打ち明けるか、もっと考えたり、誰かに相談した

りしてから言えばよかったかなと思います。打ち明けない選択もあったはず。その時は言うし

かないと思っていたんです。 

　仕事を辞めてから２年半がたちますが、現在は仕事をしていません。会社員として働くこと

自体にも違和感を覚えるようになりました。会社によってHIV陽性者への対応は違うかもし

れません。海外の工場に視察に行くと、HIVについての啓発ポスターが貼られていたりしま

す。日本でも、会社の意識が高まり、免疫障害者の雇用の前例ができれば、変わってくるかも

しれないですね。 

「15人の語りで学ぶＨＩＶ陽性者と地域生活 事例から支援を考える」厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究

事業 地域におけるＨＩＶ陽性者等支援のための研究班 編（平成21年３月 31 日）より 

※引用文の一部を削除して掲載しています。 
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（１）この事例において、どのような職場環境がコウヘイさんの生活を妨げていると

思いますか。 

（２）自分（の職場）ならどのような支援ができると思いますか。 

グループワークをとおして感じたことを書きましょう。 

ワーク３
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■ 資料１  暮らしに役立つ情報（政府広報オンライン）

感染経路 

ストップエイズ！ 

今は「不治の特別な病」ではなく、コントロール可能な病気です。 

まずは早めに「HIV 検査」を 

昔は不治の病というイメージがあったエイズ。現在では様々な治療薬が開発さ

れたおかげで、適切な治療によって症状をコントロールしながら、普通の生活

を送ることができるようになっています。感染予防のために正しい知識を理解

することが重要です。また、早期発見と治療のためにも HIV 検査が大事です。

全国の保健所などでは匿名・無料で HIV 検査や相談ができますので、ぜひ利用

してください。 

〇感染を防ぐには？ 主な感染ルートは３つです 

HIV は血液や精液、膣分泌液などに含まれますが、感染力が弱いため、日常生

活（握手・入浴・缶などの回し飲みなど）ではうつりません。主に次の３つの

感染経路に限られているため、正しい知識を持って予防策をとることで、HIV

感染のリスクを減らすことができます。 
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■ 資料２ 

大切な友達や恋人から「ＨＩＶに感染している」と知らされたらどうする？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇感染・発症したら治せるの？ 早期の発見・治療で発症を抑えられます。 

「不治の特別な病」ではなく、コントロール可能な病気です 

今のところ、体の中にある HIV を完全に取り除くことはできません。ただし、医療

の進歩によって様々な治療薬が開発されたおかげで、体内にいる HIV の増殖をおさ

え、免疫力を維持することが可能になっています。万一、HIV に感染、またはエイ

ズを発症しても、薬を飲み続けるなど適切な治療を継続することによって、普通の

生活を送ることができますし、子どもを安全に出産することも可能です。なお、エ

イズ発症後での治療は、発症前と比べて難しくなるため、より高い治療効果を得る

ためには、HIV 感染を早期に発見し、早期治療につなげることが大変重要です。 

〇HIV 検査を受けるには？ お近くの保健所で匿名、無料で受けられます 

HIV 検査は、全国各地にある保健所など（匿名・無料）や、病院・クリニックなど

の医療機関（原則有料）で受けられます。HIV 検査施設については、次のホームペ

ージから検索できます。 ＡＰＩ-Ｎｅｔ（エイズ予防情報ネット） 

これまでＨＩＶ陽性者に会ったことがないし、これから出会うこともない」と思って

いませんか？ 

ぷれいす東京の研究グループの調査で、全国 1,000 人以上のＨＩＶ陽性者が回答した

結果、「パートナーや配偶者に病気のことを伝えている」という人は８～９割でした

が、「会社など職場の仲間や上司に伝えている」という人は、たった１割前後でし

た。また、友達に知らせている人は４割程度でした。日本にはおよそ３万人の陽性者

が暮らしていますが、感染しているかどうかは、見た目ではわかりません。もしかし

たら周りにいないのでなく、伝えられていないだけかもしれません。 

大切な友達、学校や職場の仲間から「感染がわかった」と知らされたら、どんな言葉

をかけますか？ 

まずは、ＨＩＶ陽性者たちが、なぜその事実をあなたに知らせたのかを想像してみま

しょう。自分のことを理解して欲しい、嘘はつきたくないと思っている人も多いです

し、恋人やこれから付き合いたい人には、性的な関係になる前に説明したいと願うＨ

ＩＶ陽性者は多いです。あなたのことを信頼しているからこそ、あなたに話したのか

もしれません。そうした場合には、「ＨＩＶ陽性である」ということを、周りに話し

てもいいのか、言わないでおいて欲しいのかを本人に確認してみてください。

そして他にどうして欲しいのかも尋ねてみましょう。

相手に何かをして欲しいのではなく、ＨＩＶに感染していても、一緒にいてくれるだけ

で十分という人が多いようです。 

〈記事〉著者 NPO 法人ぷれいす東京代表 生島嗣「Ｍｅｘ（ミークス）」NPO 法人３keys ウェブサイト 



40

解説５エイズ患者・ＨＩＶ感染者の人権 

１ ねらい

ＨＩＶ感染は、かつてのように「死に至る病」ではなくなった。効果のある治療法

が開発され、感染者をとりまく環境は大きく変わっているが、差別や偏見が現在も残

っている。そのために感染者は、病気そのものよりも、差別や偏見への不安にさいな

まれながら、感染を隠し続けるという精神的苦痛を強いられている現状がある。ここ

では、エイズ・ＨＩＶ感染に関する正しい知識を身につけるとともに、ＨＩＶ感染者

のおかれている状況を少しでも自分のこととして捉え、実際に自分がＨＩＶ感染者や

エイズ患者に出会った際、どのような関わり方・支援ができるのかをイメージできる

ようにする。 

２ 進め方

展開例（50分 ４～５名のグループを作る） 

点意留の上導指動活習学

１ ワーク１ （20分） 

① １～10を読み、知識の確認を

する。 

② 教師の解説を聞く。 

２ ワーク２ （25分） 

① 事例を読み、４～５名程度のグ 

ループに分かれる。 

② どのような職場環境がコウヘイ

さんの生活を妨げているのかを

書き出してみる。 (１)

③ グループで意見を交換し、共有 

する。         (１) 

④ 自分の職場ならどのような支援 

ができるかを考えて書く。(２)

⑤ グループで意見を交換し、共有

する。         (２) 

３ ワーク３ （５分） 

グループワークをとおして感じた  

ことを書く。 

○ 資料１・２を配付し、解説を参考にして、誤

解や思い込みをなくし、正しい知識を伝えてい

く。病気について正しく理解した上で、自分が

ＨＩＶ感染者やエイズ患者に出会った際にどの

ような行動がとれるのか、具体的にイメージす

るよう伝える。 

○ また、疾病に対するネガティブなイメージを

もたせないように充分に配慮する。 

○ 事例を読む際には、（１）（２）の視点をも

って読むことを伝える。 

○ 状況に応じて教員がグループの中に入り、意

見を引き出す。 

〇 資料２を参照するように伝える。 
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３ 解説

（１）ワーク１について 

  ここではＨＩＶ及びエイズについて正しい知識を伝えたい。ＨＩＶは感染力が弱

く、主な感染経路が限られているため、日常的接触では通常感染しないこと、検査

によるＨＩＶ感染の早期発見が適切な治療につながり、エイズの発症を抑えられる

こと、また、適切な治療を継続することでＨＩＶに感染していても普通の生活を送

ることができ、治療を開始することで、他人への感染を防ぐことにもなることを強

調したい。 

３、７…ＨＩＶ感染に気づき、治療を開始すると、やがて、ＨＩＶ陽性者のほとんど

１、２…ＨＩＶ感染とエイズの関係を確認する。

が治療によって血液中にＨＩＶ（ウイルス）が見つからないレベル、検出限

界以下になる。 

    　　治療を継続して体内のウイルス量が減少すれば、ＨＩＶに感染している人か

ら他の人への感染リスクが大きく低下することも確認されている。 

４、５、10…資料１

６  　…性行為におけるコンドームの正しい使用は、ＨＩＶに限らず、他の性感染症

予防にもとても有効な手段である。 

８、９…詳細は、「ストップエイズ！今は「不治の特別な病」ではなく、コントロー

ル可能な病気です。まずは早めに「ＨＩＶ検査」を」政府広報オンライン

（平成29年12月１日）及び「日本における近年のＨＩＶ感染者・エイズ患

者の発生動向」厚生労働省エイズ動向委員会「平成28年エイズ発生動向―概

要」を参照        

（２）ワーク２について 

  実際に自分がＨＩＶ感染者やエイズ患者に出会った際、どのような関わり方、支援

ができるのかをイメージできるようにしたい。 

事例から等身大のＨＩＶ感染者の姿に触れ、（１）「どのような職場環境が、ＨＩ

Ｖ感染者の生活を妨げているのだろうか」、（２）「どのような支援ができるだろう

か」を念頭において読むように指導する。また、事例に触れることで疾病に対するネ

ガティブなイメージをもたせないよう、充分に配慮する。 

本事例においての支援のためのポイントの例は次のようなものが挙げられる。 

 2002 年当時、自分が仕事を休むことで周囲に迷惑をかけてしまうと懸念したコ

ウヘイさんは、上司にＨＩＶ陽性を伝え、相談をしました。コウヘイさんは、上

司から個人的なアドバイスをもらうことを期待していたにもかかわらず、会社の

役員に呼び出されてＨＩＶ感染の事実を確認される事態になってしまいました。

会社側が感染経路を尋ねることは、業務には何ら関係のない質問であり、不適切

なものです。また、退職金の話を持ち出し、解雇をほのめかすことも、不当解雇
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に該当する場合があります。 

コウヘイさんが弁護士に相談をすると、会社側は態度を一変させ、その結果、

勤務を続けることは可能になったものの、いわゆる“窓際”の扱いを受けること

で、コウヘイさんは辞職を余儀なくされてしまいます。 

ＨＩＶ陽性を伝えたあと、明確に解雇を申し渡されない場合でも、上司による

パワーハラスメント行為や不適切な指示、同僚との人間関係や職場の雰囲気など

の理由によって、ＨＩＶ陽性者が働きにくい状況がつくられてしまうことがあり

ます。 

この経験のあと、コウヘイさんは仕事に就いていませんが、今後の人生設計に

ついて考えるさいには、過去のさまざまなトラブルやその影響についても、話を

よく聴いていくことが求められるかもしれません。 

イズ対策研究事業 地域におけるＨＩＶ陽性者等支援のための研究班 編（平成 21年３月 31日）より 

「15人の語りで学ぶＨＩＶ陽性者と地域生活 事例から支援を考える」厚生労働科学研究費補助金エ

資料２の記事内容にも触れ、生徒にＨＩＶ感染者のおかれている状況を少しでも自

分のこととして捉え、実際に自分がＨＩＶ感染者やエイズ患者に出会った際やＨＩＶ

に感染していることを打ち明けられたときにどのような関わり方・支援ができるのか

をイメージできるようにしたい。 

「暮らしに役立つ情報」（平成29年12月１日）政府広報オンラインウェブサイト 

「Ｈｕｍａｎ Ｒｉｇｈｔｓ 人権教育を考える」神奈川県・神奈川県教育委員会（平成29年４月１

日） 

「ＡＰＩ－Ｎｅｔ ＨＩＶ／エイズの知識」エイズ予防情報ネット ウェブサイト

「10代のための相談窓口まとめサイトＭｅｘ（ミークス）」掲載記事「大切な友達や恋人から『ＨＩ

Ｖに感染している』と知らされたらどうする？」著者 特定非営利活動法人ぷれいす東京代表 生島嗣

（平成30年２月６日）特定非営利活動法人３keys運営ウェブサイト 

＜参考資料＞

特定非営利活動法人ぷれいす東京ウェブサイト

「ＨＩＶ/エイズの基礎知識」公益財団法人エイズ予防財団発行パンフレット（平成27年） 

「人権教育ハンドブック」神奈川県教育委員会（平成 30 年４月） 


